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各地域講演会基本情報一覧

一
つ

伊佐市 奄美大島 霧島市 鹿児島市 種子島 枕崎市

日時 H22.7.27(火） H22.10.26(火） H22.10.29金） H22.ll.7(日） H22.12.18() H23.2.9(水）

会場
伊佐市

大口ふれあいセンター
奄美市振興会館

霧島市

すこやか保健センター

かごしま

市民福祉プラザ
西之表市民会館 枕崎ステーションホテル

演題

広げよう

伊佐の子育てねっと

地域で育てよう

伊佐の子どもたち11

～子どもの｢気になる｣行動、

発達を通して考えてみよう～

児童･生徒との対話

－ロールプレイを

通した体験学習一

母親に不安を与えない

問診･指導技術

について

臨床動作法における

援助者としての心得

昨今の不登校の傾向と

支援に向けた関わり

について

ライフサイクルと

こころのﾄラブル

について

講師 土岐篤史准教授 落 合美貴子教授 服巻豊准教授 山中寛教授 中原睦美教授 金 坂 弥 起 准 教 授

参加人数 87名 23名 32名 74名 39名 54名

主催 伊佐市 奄美市教育委員会
霧島市

すこやか保健センター
鹿児島動作法研究会 西之表保健所

社会医療法人慈生会

地域活動支援センター

うえるふえあ

共催
鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科



伊佐市講演会案内文

第3弾

子育
（惑

う
地域で育てよう。伊佐の子どもたち！！

～子どもの「気になる」行動，発達を通して考えてみよう11～

近年子どもを取り巻く環境が大きく変化している中で､以前と比較して子どもとのかかわ

りに戸惑うことはありませんか？

子どもの発達の道すじは、今も昔も変わりません。しかし、こんな時代だからこそ､専門

家には、今まで以上に科学的に人間の発達を理解L人適切な対応が求められています。

子どもの「気になる｣行動の背景には何があるのでしょうか｡子どものうちなる声に耳を傾

け､子どもの願いや気持ち,そじて思いに気づいてあげましょう。大人の願いも大切ではあり

ます力！待つ必要がある子どもはたくさんいます。

子どもの専門家として、子どもを正しく理県して向き合う。何から取り組めばいいでしょ

っ・・・一緒に考えてみませんか？

｜｜割

前年度に引き続き、伊佐の子どもたちの健やかな育ちを保障するために、

今回上記のような趣旨で刑|参会存作画いたしました。

記

講師：土岐篤史先生（児童精神科医師・臨床心理士）

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科准教授

対象者：保育士・幼稚園教諭・学校教諭・保健師・臨床心理土・SSW・等

受講料：無料

申し込み先：伊佐市福祉事務所子育て支掲系（別紙様式メール、FAX可）

期限：平成22年7月20日まで

※申し込みされる場合は、必ず、子どもの困っていることについてご記入の上、申し仕込みください。

平成22年7月27日（火）19時”分～21時00分

倒左市大□ふれあいセンター3階

伊佐市

期
場
主
共

日
所
催
催
一

山理学研究科
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霧島市講演会案内文

在宅保健師様

心理相談員様

事務連絡

平成22年9月15日

すこやか保健センター

母子健診スキルアップ研修会のご案内

日頃より、本市の母子保健事業については、多大なご理解とご協力を頂き、感謝申し上

げます。

さて､標記について､母親に不安を与えない面接技術や健診時の母子の観察のポイント

について、下記のとおり二段階の冊|多を予定しております。

貴重な機会ですので､ぜひご参加いただきますようお願いいたします｡場所はいずれも、

すこやか保健センターで行います。

参加申し込みについては、保健センターまでご連絡ください。

記

1．冊|参会

研|多会I平成22年1○月29日（金)15時～17時

内容：講演及び□－ルプレイング

演題「母親に不安を与えない問診・指導技術について」

講師：鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

准剃受服巻豊先生（臨床心理士）

研|多会Ⅱ平成22年11月15日（月）14時～16時

内容：講演

演題「1歳6か月月建診．S歳児健言瀬察ポイントと事後フォローについて」

講師：鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

准劉受土岐篤史先生（児童精神科医）
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鹿児島市講演会案内文

第1側回鹿児島動作法:例会記念特別講演会のご案内

｢臨床動作法における援助者の心得」
日時:2010年11月ﾌ日（日)10:00～12:00

会場:かごしま市民福祉プラザ5階大会議室

鹿児島市山下町15－1

（鹿児島県民交流センターの向かい角のビルになります｡）

講師:山中寛先生(鹿児島大学大学院臨床心理学研究科･教授）

対象者:動作法を通した対人援助に関心のある方

定員:100名（定員になり次第､期限内でも締め切らせていただきます｡）

受講料:無料

主催:鹿児島動作法研究会

共催:鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

後援:鹿児島市教育委員会

申込先:鹿児島大学大学院臨床心理学研究科専門職大学院支援室
〒890-0065鹿児島市郡元1丁目21-30
TEL:099-285-7555FAX:099-285-3907

E-mail:kagoshimadohsa@live.jp

申込方法:別紙参照(メールもしくはFAXにて､お申込み下さい｡）

申込期限.2010年工1月立日に月ノ

*本講演会は､鹿児島大学大学院臨床心理学研究科の地域支援プロジェクト事業の一環です。

～講師プロフィール～
山中寛(やまなかひろし）

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科教授,臨床心理士,日本リハビリテイション
心理学会認定スーパーバイザー,日本臨床動作学会認定臨床動作学講師，
日本スポーツ心理学会認定メンタルトレーニング指導者

専門分野:臨床心理学,スポーツ心理学

著書:動作とイメージによるストレスマネジメント教育基礎編･展開編
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種子島講演会案内文

蕊

昨今の不登校の傾向と
Tい

支援に向けた関わりについて

近年、不登校ということばが広く認識されるようになり、スクールカウンセラーなどの存

在も一般化しています。他方で、社会状況の変化に伴い、不登校のあり方やその背景にある

力動には変容が見られ、従来の「登校刺激を与えない」という関わりだけでは不十分な事例

力贈えてきています。

不登校や不登園喜牛拝発達の視点から捉え直し、その状態像や背景を理解することで、当

事者や家族への支援がより効果的になっていくことが期待されます。

「こうすればよい」というHowtoを超えた「かけがえなのない『この子』の不登校をど

う理解し、どう支援したらよいのか？」を一緒に考えてみたいと思います。本人・家庭・学

校・地域にとっての不登校の意味を一緒に考えてみませんか？

苫蜂
講師：中原睦美先生‘漁蜂J玲芯

鎮騒篭.翁、吟；
衝もgもみ》鴫”

(鹿児島大学大学院臨床心理学科研究科教授，臨床心理士）

期日

場所

対象者

受講料

平成22年12月18日（土)10:00～12:00(受付9:30～）

西之表市民会館会議室

:保育士・幼稚園教諭・学校教諭・養護教諭・保健師など、

子どもに関わる支援者の方々

：無料

、

主催

共催

ビ
西之表保健所

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

ノ

申し込み先：西之表保健所（別紙様式FAX可）

期限：平成22年12月10日（金）まで

*本講演会は、鹿児島大学大学院臨床心理学研究科の地或支援プロジェクトの一環です。
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枕崎市講演会案内文

平成22年度地域支援プロジェクト事業

ライフサイクルとこころのトラブルについて

～対人援助って、難しい？！～

この度、地或舌動支援センターうえるふえあでは、鹿児島大学大判殻吊閑uA理学研究科の地域支援プロジェクト

事業にご協力いただき、心理臨床に関する啓荒議寅事業の一環とじて、地或の対人援助の専門家のスキルアップを

目指すことを目的とした言議寅を、下記の日程で飼崖致します6対人援助業務を行われている職種の方を文橡に、

専P淵とじて対人援助の在り方について考える機会とじて、また現場の職員の方々が舌躍する南薩において、皆様

の専門’性を高めるお手伝いになればと思っております。ぜひご参加ください。

記

金坂弥起先生（臨閑&躍士）

鹿児…臨嗣M壁学研究科准教授

ライフサイクルとこころのトラブルについて

講師：

演題：

未だかつて経験したことのない少子高齢化社会に突入した21世紀の我が国において6人間の個別性と

多様性の理解を目指す臨雨凹理学の重要'性がますます高まっています。人間の個別'性・多様性を理解する

とは、自分とは違う考え方や生き方があることを認めそれを尊重することです。「競争社会」「格差社会」

におけるp胴ともし難い人間の生きづらさは、そのような資質を備えた専門職が求められている証拠でし

ょう。そのためにも、今改めて、生涯発達的な観点から人間のライフサイクルを概観し、そこで生じうる

さまざまなこころのトラブルヘの理解を深めることは、人間が「生きる」という個別のリアルな刻爪と向

き合う際の貴重な足がかりとなるでしょう。

対象者：対人援助職の方（最大印名まで）

受講料：無料

期日：平成23年2月9日（水)15時㈹分～17時00分

場所：枕崎ステーションホテル

申し込み先：地域活動支援センターうえるふえあ（別紙様式FA×、メール可）

期限：平成23年1月29日（土）まで
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

● ●

●

●

主催：社会医療法人慈生会地域活動支援センターうえるふえあ
●

●

●

催 l鯉学研部I共

後援：鹿児島県南薩地域振興局枕崎市南九ﾘkhl市南さつま市

南薩地区障害者相

鹿児島県訪問看護ステーション協議会

鹿児島県医療ソーシャルワーカー騰南瞳ロック

1日巨劃目 ﾖ員臓会南薩菟8
一
一
一
一

鹿児島県臨嗣u鯉桧

鹿児島県精神保離ﾈ|卜十協会社会医療法人慈牛会
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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伊佐市講演会アンケート

げよう伊佐の子育てネッ

～アンケート～
／ 、

本日は講演会へのご参加､まことにありがとうございました。

今後の講演会活動をさらによいものにしていくべく､アンケートを実施したいと思います。

1人1人の回答を問題にしたり､公表することはありませんので､ご協力をいただけたら幸いです。
、 ノ

○性別男性女性

○年代20代30代40 代 5 0 代 6 0 代 以 上

○ご職業保育士幼稚園教諭学校教 諭 保 健 師 臨 床 心 理 士 そ の 他 （

○現在のご職業に就かれてから､何年くらいになりますか。（）年

○現在の主な業務はどのようなことですか。

○今回の講演に参加しようと思われた動機はどのようなことですか。

○今回の講演の内容はいかがでしたか（もし感想などありましたら自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでもないあまり満足していない満足していない

○今後､講演会等で聞きたいテーマなどありましたら､ご記入ください。

○日々お仕事をされている中で困難を感じていること､また心理士に対するニーズなどが

ありましたら自由にご記入ください。

主
…嬢躯撫献患…"雷
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奄美大島講演会アンケート

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科地域支援プロジエクト

奄美市研修会アンケート

本日は講演会へのご参加、誠にありがとうございました。今後の講演会活動をさらによいものにして

いくために、アンケートを実施したいと思います。1人1人の回答を問題にしたり、公表することはあ

りませんので、ご協力をいただけたら幸いです。

○年 代20代30代40代50代60代以上

○今回の研修会に参加しようと思われた動機について、当てはまるものに○をお付け下さい。

「③その他」の場合には、具体的にご記入ください。

①学校からの要請があったため（）②研修内容に興味があったため（

③ その他（）

○今回の研修会は全体としていかがでしたか（感想．ご意見などご自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでも ないあまり満足していない満足していない

）

○今回のロールプレイを通した実習はいかがでしたか(感想｡ご意見などご自由にご記入ください）

大変満 足 ま あ 満 足 ど ち ら で も ないあまり満足していない満足していない

○今後、講演会・研修会等で聞きたいテーマなどありましたら、ご記入ください。

○日々のお仕事の中で、臨床心理士に対するニーズなどがありましたらご自由にご記入ください。

I
ご協力ありがとうございました。

ご記入が終わりましたら、回収袋にお入れください。
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霧島市講演会アンケート

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科地域支援ブロジエクト

畳
霧島市母子健診スキルアップ研修会

～アンケート～

／ 、

本日は研修会へのご参加､まことにありがとうございました。

今後の活動をさらによいものにしていくために､アンケートを実施したいと思います。

1人1人の回答を問題にしたり、公表することはありませんので､ご協力をいただけたら幸いです。
、 ノ

○性 別男性女性

○年代20代30代40代50代60代以上

○ ご 職業保健師その 他（）

○現在のご職業に就かれてから､何年くらいになりますか。（

○現在の主な業務はどのようなことですか。

)年

［
○今回の講演会に参加しようと思われた動機はどのようなことですか。

［
１
１
１
１

○今回の講演の内容はいかがでしたか（もし感想などありましたら自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでもないあまり満足していない満足していない

［
○今後､講演会等で聞きたいテーマなどありましたら､ご記入ください。

［
○日々お仕事をされている中で困難を感じていること､また臨床心理士に対するニーズなどがありましたら

自由にご記入ください。

［ ］
ヘ

ー

雷
ご協力ありがとうございました。

ご記入が終わりましたら､回収袋にお入れください。
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鹿児島市講演会アンケート

第100回鹿児島動作法月例会配念特別鷹演会アンケート

本日は講演会へのご参加､まことにありがとうございました。

大学院による地域支援の一環としての講演会活動を､今後さらによいものにしていくために、

アンケートを実施させていただきたいと思います。

○ 性別男性女性

○年代20代30代40代50代60代以上

○ご職業（）

＊保護者として参加されている場合は「保護者」とご記入ください。

○今回の講演会に参加しようと思われた動機はどのようなことですか。

○今回の講演の内容はいかがでしたか（ご感想､ご質問などありましたら､ご自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでもないあまり満足していない溝足していない

○今後､講演会等で聞きたいテーマなどありましたら､ご記入ください。

○日々お仕事をされている中で困難を感じていること､また臨床心理士に対するニーズなどがありましたら

自由にご記入ください。

［
ご協力ありがとうございました。

お帰りの際に､回収ボックスにお入れください。

＜アンケートに関するお問合せ先＞

地域支援プロジェクト

地域支援の臨床実践と実務教育を架橋した新たな「実践型教育プログラム」の開発

国立大学法人鹿児島大学大学院臨床心理学研究科臨床心理学専攻（専門職学位課程）

〒890-0065鹿児島市郡元1丁目21番30号
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種子島講演会アンケート

畳
種子島･屋久島地区講演会

～アンケート～

／ 、

本日は講演会へのご参加､まことにありがとうございました。

今後の講演会活動をさらによいものにしていくために､アンケートを実施したいと思います。

1人1人の回答を問題にしたり、公表することはありませんので､ご協力をいただけたら幸いです。
、 ノ

○ 性別男性女性

○ 年代20代30代40代 5 0 代 6 0 代 以 上

○ご 職業保育士幼稚園教諭学校教諭養護教諭保健師その他（

○現在のご職業に就かれてから､何年くらいになりますか。（）年

○現在の主な業務はどのようなことですか。

）

１
１
１
１

○今回の講演会に参加しようと思われた動機はどのようなことですか。

○今回の講演の内容はいかがでしたか（もし感想などありましたら自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでもないあまり満足していない満足していない

○今後､講演会等で聞きたいテーマなどありましたら､ご記入ください。

○日々お仕事をされている中で対応に難しさを感じていることはありますか？またそういったことに対して

どんな支援があるとよいですか？もし､ありましたら自由にご記入ください。

］〔
一

雷
ご協力ありがとうございました。

ご記入が終わりましたら、回収ボックスにお入れください。
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枕崎市講演会アンケート

地域支援1ロジェケト枕崎市講演会

～アンケート～ 畳
／ 、

本日は講演会へのご参加､まことにありがとうございました。

今後の講演会活動をさらによいものにしていくために､アンケートを実施したいと思います。

、1人1人の回答を問題にしたり､公表することはありませんので､ご協力をいただけたら幸いです。ノ

○性 別男性女性

○年 代20代30代40代50代60代以上

○ご 職業看護師介護士ソーシャルワーカー臨床心理士保健師教員

その他（）

○現在のご職業に就かれてから､何年くらいになりますか。（）年

○現在の主な業務はどのようなことですか。

○今回の講演会に参加しようと思われた動機はどのようなことですか。

○今回の講演の内容はいかがでしたか（もし感想などありましたら自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでもないあまり満足していない満足していない

○今後､講演会等で聞きたいテーマなどありましたら､ご記入ください。

○日々お仕事をされている中で対応に難しさを感じていることはありますか？またそういったことに

対してどんな支援があるとよいですか？もし､ありましたら自由にご記入ください。

“認入が縫競蓮鴬鯛息…“雷
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未回答

30年以上

2人

20～30年

5人

（7%）

伊佐市講演会アンケート処理結果

参加者の性別

男性

職歴

どちら

もなし

1人

（1％）

参加者の年代

講演会の満足度
未回答

○講演会参加の動機

く子どもの発達に関する学習のため＞

･気になる子どもの行動の特徴理解､支援の仕方の理解をより深めるため。

･支援員として子どもに関わる中でわからないことばかりだったため。

<興味･関心＞

･気になる子が多すぎる。個性なのか何なのか…いろいろな話を聞いてみたいと思った。

･発達についてもっと知りたいと思った。

<実際に気になるケースがある･関わりがある＞

･発達障害が疑われる子どもとの関わりがあったから。
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･気になる子どもがクラスにいるため参考にしたいと思った。

<地域のネットワークづくり･情報交換の場＞

･1人で業務を行っているため､他の学童の先生との交流がなく､困ったことがあっても相談で

きないため。

･地域でのネットワークづくりの参考にしたい。

○講演会の感想について

<グループディスカッション形式に対する評価･満足感＞

･保育園や幼稚園の先生方と直にお話することが貴重だった。

･事例を提示してグループで討論するという流れが非常によかった｡いろいろな意見を聞けて、

勉強になりました。

<講演会全体への満足感･充実感＞

･土岐先生のお話､そして事例を一緒に考えることで勉強になった。

･発達的な視点から子どもを捉えることがわかってよかったです。

<支援のあり方に対する気づき＞

･その子のつまづきはどこにあるのか､しっかりとした目線で物事を考えられるようになりたい

と思いました。

.さまざまな視点からみることの大切さや､他の先生に相談することの大切さがわかった。

<その他＞

･色々な考えを出すことで､本人の気持ちを捉えていくことができた。

･事例に対しての意見交換はたくさん意見がきけてよいが､実際の姿が見えにくいので一般

的な意見しか出せない、出てこないと感じた。

○講演会に期待するテーマについて

<子どもや親への具体的対応･支援＞

･診断がついた子や気になる子が大人になることを見据えた具体的な支援についてのヒント

がほしい

.保護者への関わり、援助､子どもの状況の伝え方など

<事例検討＞

･具体的な事例をあげてのアドバイス

･事例を通した対処法について

<子どもの発達に関すること＞

･思春期の発達

･発達過程について(観察のポイント）

<その他＞

･妊娠時に異常はわからないか
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･発達が問題とされるようになった背景と歴史

○困っていること･心理士へのニーズ

<事例に対する具体的なアドバイス＞

･こだわりの強いお子さんで気持ちの切り替えの声かけが難しい。

･毎日、同じことを繰り返し､質問する子へのアドバイス｡毎日、少量ずつパンツにおしっこをし

てしまう子への対応。

<親への支援＞

･苦手さを持った子どもさんをもつ､親へのアプローチ。(説明の仕方や療育を紹介する時の

伝え方）

･このような話を保護者にも聞いてほしい。

<子どもの発達に関する講演会など＞

･気になる子が増えている中、対応など､これからも講演会を計画してほしい。

.どうしたら内面の発達までじっくりと十分に関わることができるのか､心理という面での話も

きいてみたい。

<その他＞

･乳幼児健診に臨床心理士の先生に入っていただけたらと常日頃思っている。

･心理士には専門的な見立てが必要とされているように思う。
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どちら

もなし

1人

（5%）

奄美大島講演会アンケート処理結果

参加者の年代
20代

1人

満足度（講演会全体）

参加の動機

満足度（ロールプレイ）

あまり満

○講演会の感想について

く対応の仕方への客観的な理解の促進〉

･日々の自分の子どもへの関わり方を客観的にみることができてよかった。

･オブザーバーに見てもらってした時に､客観的な意見を聞くことができてよかった。（第三者

の存在も大切だと思った。）

<充実感･満足感〉

･ウオーミングアップのおかげでとてもリラックスしてロールプレイができました。久しぶりに養

教部会の一体感を感じました。
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･時間がもっとあったらいいなと思うくらい充実した研修会でした。

<子どもの感情理解の促進〉

･子ども役をしましたが､話せない気持ちがわかった｡”まつ"ことの大切さを学んだ。

･ロールプレイはやはり本人になりきれる部分が大きいので今日は特に子どもの側の気持ち

が体験することができてよかったです。

<日頃の対応の振り返り〉

.日頃の養護教諭としての仕事､子どもへの接し方について改めて振り返ることが出来まし

た。

<その他〉

･子どもたち自身が答えを見つけていけるような手立てのあり方について考えさせられた。

○講演会に期待するテーマについて

<疾患や治療､対応について〉

･小児肥満について

･場面緬黙児の対応､PTSDの関わり方

く事例検討〉

･中学生の事例への対応

○困っていること･心理士へのニーズ

<スクールカウンセラーの不在〉

･小規模校にも学校カウンセラーの先生がいらっしゃるとありがたいです。

･スクールカウンセラーがいるわけではないので､なかなか相談する場所がないのが悩みで

す｡小規模校だと仕方ないのでしょうか。

<他の教員への研修〉

･養教は研修を受ける機会は多いと思いますが､子どもにかかわる人(一般教諭)も研修が必

要だと思いました。

<その他〉

･保護者や保健室登校､不登校生徒への対応
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霧島市講演会アンケート処理結果

参加者の性別

未回答男性
3

参加の動機

満足度

未回答

どちらでも1人(3%）

4

/殉･n

bd

10年以

1人(39

参加者の年代

未回答

未回答職歴



○講演会の感想について

く充実感･満足感〉

･問診を実際にみて経験できたことがとてもよかったです。

･劇をすることによって､実際の場面を想定できたのでやりやすかった。

<母子の感情理解の促進〉

･実際にロールプレイをしてお母さんの気持ちになり､健診に来るお母さんの気持ちを少し理

解できたような気がする。自分がどこが難しいと感じているのか少し具体的に見えてきた｡子

どもにかかわり、子どもを見ていきたいと思う。

･皆さんの熱演にびっくりしました｡具体的な解答はありませんでしたが､母の気持ちによりそ

う､子供にもっと接することの大切さを学びました。

<時間不足〉

･ロールプレイで終ったのでもっと時間があればもっと突っ込んで具体的な関わり方まできき

たかった。

･時間がたつのが早くて､もう少し深く、困った場面での対応をしてみたかったです。

<具体的希望〉

･ロールプレイの場面が健診(問診)場面以外もあると有難かったです｡帰りの場面(保健指

導)も。

.どう対応したらよいか、ロールプレイでもう少しアドバイスをしていただけたらなと思いまし

た。

<その他〉

･目からウロコ｡皆がどのように感じているかかい間みれた｡また、自分の行っていないところ

がわかったから。

○講演会に期待するテーマについて

く今回の続き〉

｡同じテーマ

.もう一度この続きをやりたいです。

<対話の技術〉

･問診で問題について母と会話する場面においてポイント

･お母さんが話をしたくなる雰囲気づくりなど

くその他〉

･子どもの発達について｡発達の壁(ここをもっと深く知りたい)をどう越えていくか｡保育(家庭、

集団、療育）

.ひっかける基準、問題ないとする基準、自信をつけたい。
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○困っていること･心理士へのニーズ

<保護者(母親)への具体的対応〉

･子どもを亡くしたお母さんへのフオローをどうしたらよいか､相談したいです。

･訪問や健診受診等で協力が得られない母親へのアプローチの仕方

く心理士が身近に不在であること〉

･自分の力不足を日々感じています｡困ったときにすぐ相談できたらいいのにと思う。

･臨床心理士が私たちのスーパーバイザーとして常にいてくれて相談できればありがたい｡ケ

ース検討したい。

<その他〉

･学校への介入が難しく､スクールカウンセラーも色々なので対応に苦慮することがある。

･対象者とのコミュニケーションのとり方
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鹿児島市講演会アンケート処理結果

参加者の性別

未回答

参加の動機

未回答

3人(5%）

参加者の年代

50代以上

6

満足度

まあ満足

3人(5%）

、

Y大変満足
53人

（95%）／

○講演会の感想について

く充実感･満足感〉

･様々な領域での話がきけて、臨床での示唆となりました。

･学校教育､競技選手など先生の経験をふまえてのお話で､動作法の魅力を改めて感じると

同時に普段子どもと関わったり、考えたりする中でもっと動作法の本質を捉えて接していかな

ければと思いました｡教育的なアプローチについても話して<ださり、とても参考になりました。

<日常生活や動作法の援助過程などに対する気づき〉

･｢相手の努力を尊重して相手がどんなことを体験しているかと考えないと動作法と似て非な

るものになる｣というお話にハツとしました｡私自身が今､そのような状況であり、気持ち、心構

えを変えたいです。
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･援助者である自分自身のことをもっと振り返り､過緊張な状態で支援をしないように心がけ

たいと思いました。

<今後への気持ち〉

･動作法をやっていくにあたっての重要な心構えを学ぶことができ､今後現場に出てからも大

切にしていきたい。

･今回のご講演でどんな方に適用するのか､適用する際､また援助をする際に大切なこと等、

臨床動作法に携わるうえで､核となる貴重なお話をうかがえて､今後それを念頭に､研修､援

助に励んでいきたいと感じました。

○講演会に期待するテーマについて

く動作法に関すること〉

･個別の適用に関するニーズ

･教育としての動作法の生かし方

くイメージ〉

･イメージについて今回少しお話がでていたので､今後講演会で聴くことができればと思った

．イメージについてもっと知りたいです。

<その他の臨床心理学的技法〉

･ストレスマネジメントや自己弛緩などに関すること

･臨床催眠､コミュニティアプローチ､エンカウンター･グループなどいかがでしょうか。

<その他〉

･心とからだのつながりについて

･発達健診の見立てのポイント

○困っていること･心理士へのニーズ

<他職種との連携･理解を得ることの難しさ〉

･動作法を含め、多岐に渡る教育的アプローチを学校全体で子どもたちにどう生かしていくか。

(教員の連携など）

･質疑の中でもありましたが､他職種にどのように理解してもらうか難しいなと感じています。

<具体的な支援方法〉

･支援の効果を明確に提示すること､短時間で結果を出すことが求められますが､複雑なケ

ースが増えており､長期的な関わりが必要であるため､アプローチの仕方に迷うことが多々あ

ります。

･今日はありがとうございました｡具体的にこの心理状態の時には､この身体の部分に影響

が出る｡そのため､こういう支援が適切であるといった事例もたくさん知りたいです。

<その他〉

･研修の場をもっといっぱい得たいなと思いました。
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種子島講演会アンケート処理結果

参加者の性別 参加者の年代

未回答 未回答

職歴 満足度

反1

(16%）(16%）

～～

7人

(2(22%）

10～2010～20

4人

(12%）

○参加の動機

<学習･研修のため＞

･日常の業務に関わり、勉強したいと思った。

･不登校の子どもの心理状態、関わり方について具体的な支援内容を知りたかったため

く実際に気になるケースがある･関わりがある＞

･本校に来る事例も不登校が増えているため。

･現在、不登校児の対応をしているため

<興味･関心＞

･現状を知りたいという事が－番。

･参考になる話が聞けそうだと思ったから
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<学校からの案内＞

○講演会の感想について

く充実感･満足感〉

.とても勉強になりました｡あっという間の二時間でした｡もっといろいろな話が聞きたいです。

･始めて知ること､聞いたことはあるが知らなかったものなどもあり、とても勉強になりました。

<支援のあり方に対する気づき〉

･保育士のころから愛着のあり方について感じていたので､とても共感できる内容であった。

･具体的に理論と方策の方向性が理解できた

くその他〉

･種子島の現状も知りたいし､対策について話し合いたかった。

･自分を守る(教師自身が)という観点もあることに気付かされた。

○講演会に期待するテーマについて

く不登校やいじめに関すること〉

<保護者への対応に関すること〉

<愛着･親子関係に関すること〉

<発達障害に関すること＞

<その他〉

･コラージュ法について

○困っていること･心理士へのニーズ

〈親(家族)への支援〉

・子どもや自分自身の現状認識に困難さがある保護者をどう支えるか

・地域内での家族の孤立､保護者との関係

く専門家･専門機関の不足〉

・安心して気軽に相談できる専門機関が島内にあればよいのですが…

・専門的(専門家)の意見を頂く機会がどうしても必要ではないかと思っています。

くその他〉

・不登校生徒防止に向けての施策立案と対策

・毎日追われていると感じることが多いが､どうゆとりをもって対応できるか。
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30年以

2人

（6%）

未回答

3人

枕崎市講演会アンケート処理結果

参加者の性別 参加者の年代

職歴 満足度

○講演会参加の動機

く学習･研修のため＞

･自分自身の中での新しい気付きがあればと思い､参加しようと思った。

･精神障害の方の苦しみや悩み､少しでも理解できたらと思った。

<興味･関心＞

･講話の題を知り、おもしろそうだと思ったから

｡ライフサイクルと心のトラブルについて関心があった。

<案内〉

･事業所管理者が社会福祉士会に入っていた関係で知った。
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･講演会資料を見て

<実際に気になるケースがある･関わりがある＞

･精神障害者､発達障害者(児)への相談業務が最近多くなってきた。

<地域のネットワークづくり･情報交換の場＞

･講演会の参加者との今後の交流､連携がとれるようにと考えた。

○講演会の感想について

く充実感･満足感〉

･多角的視点と物事の捉え方について大変参考になりました。

｡基礎的な理論から新しい概論､新たな物の捉え方などを学べた。

<講演内容への要望〉

･職種がら､高齢者自身やその介護者の心理について伺いたかった。

｡時間の制限もあると思いますが､ケースなどの具体例も増やしての講話を希望します。

○講演会に期待するテーマについて

く精神疾患等に対する具体的な援助方法･対応について〉

･うつ病患者に対するアプローチの方法

･心のトラブルへの援助方法について

<その他＞

･心理士の働き､業務について

○困っていること･心理士へのニーズ

<事例に対する具体的なアドバイス＞

･自分のアプローチや対応がこれで良いのだろうか…と検証したい部分がありますので､ス

ーパーバイズを受けられる場がほしい。

･禾IJ用者への対応。自分のどう対応してよいかわからず､ストレスがたまるので相談員の相談

場所がほしい。

<その他＞

･ストレスケアについて
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「発達障害の支援には関係樋関の連撰が欠か

せない」と話す土岐篤史・鹿児島大学大学院

准教授＝伊圃う大口里

伊佐で子育てネット研修会

伊
佐
市
の
保
育
士
、
幼

稚
園
・
学
校
教
諭
ら
市
の

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

核
と
な
る
関
係
者
約
１
０

０
人
が
集
ま
り
、
発
達
障

害
へ
の
対
応
や
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
研
修
会
が
あ
っ

た
。

鹿
児
島
大
学
大
学
院
臨

床
心
理
学
研
究
科
の
地
域

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

発
達
障
害
へ
の
対
応
学
ぶ

環
で
、
本
年
度
か
ら
３
年

間
、
地
域
の
課
題
に
対
す

る
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

院
生
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
す
る
。
県
内
で
障

害
児
療
育
の
先
進
地
と
し

て
知
ら
れ
る
伊
佐
市
で

は
、
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
充

実
を
支
蝦
す
る
。

研
修
会
は
７
月
幻
日
、

同
市
の
大
口
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
同
大

り
は
許
さ
れ
な
い
。
ネ
ッ
一

脚
鋤
脚
鰯
撫

学
院
の
土
岐
漉
史
准
教
授

が
「
早
期
対
応
が
重
要
な

振
育
支
援
に
問
題
の
先
送

参
加
者
は
興
業
稲
７
，

８
人
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

り
、
子
ど
も
の
「
気
に
な

蕊
波
涛
畷

る
行
動
」
の
実
例
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
べ
き
か
意
見
交
換
し

た
。

土
岐
准
教
授
は
「
皆
と

て
も
い
い
気
付
き
が
で
き

て
い
る
。
子
育
て
ネ
ッ
ト

の
基
盤
は
で
き
て
い
る
」

と
高
く
評
価
。
市
福
祉
事

務
所
の
中
馬
節
郎
所
長
は

「
市
が
目
指
す
き
め
細
か

い
子
育
て
支
援
体
制
の
確

立
に
寄
与
し
て
く
れ
る

と
忠
っ
」
と
、
大
学
院
と

の
連
擁
に
期
待
を
込
め

た
。
．
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視察先一覧

＜他大学視察＞

『
⑭ ＜海外視察＞

大学名 所在地 日時 出向者

追手門学院大学 大阪府茨木市
2010.7.23（金）

15:00～16:30

安部'恒久研究科長

上原美穂特任助教

川口智美非常勤臨床心理士

神戸女学院大学 兵庫県西宮市
2010.8.2（月）

13:00～17:30

土岐篤史准教授

上原美穂特任助教

川口智美非常勤臨床心理士

施設名 所在地 日時 出向者

ストックホルム県

BUP
スウェーデン 2011.3.8(火)～14(月）

士岐篤史准教授

服巻豊准教授

Karolinska

Institutet
スウェーデン 2011.3.8(火)～14(月）

士岐篤史准教授

服巻豊准教授

Stockholm

University

スウェーデン 2011.3.8(火)～14(月）
土岐篤史准教授

服巻豊准教授



＜学会およびその他の視察＞

司
令

学会名（視察先） 開催地（所在地） 日時 出向者

日本心理臨床学会
東北大学

(宮城県仙台市）

2010.9.3（金）

9.5（日）

～

安部‘恒久研究科長

中原睦美教授

金坂弥起准教授

土岐篤史准教授

服巻豊准教授，

上原美穂特任助教

川口智美非常勤臨床心理士

冨宿小百合事務補佐員

日本ストレスマネジメント学会
立正大学

(東京都）

2010.7.31（士）

8.1（日）

～

松木繁教授

日本教育心理学会
早稲田大学

(東京都）

2010.8.27（金）

8.29（日）

～

落合美貴子教授

FOURWINDS乳幼児精神保健学会
武雄市文化会館

(佐賀県武雄市）

2010.10.30（士）

10.31（日）

～

金坂弥起准教授

日本リハビリテイション心理学会
名古屋国際会議場

(愛知県名古屋市）

2010.12.10（金）

12.12（日）

～

上原美穂特任助教

札幌学院大学臨床心理学研究科開設10周年記念

心理臨床センター開設15周年記念講演会

札幌学院大学

(北海道江別市）
2010.7.18（日） 中原睦美教授

チャレンジドの店あしたば村 鹿児島県奄美市
2010.8.7（土）

9:00～12:00

上原美穂特任助教

川口智美非常勤臨床心理士

社会福祉法人三環舎あしたば園 鹿児島県奄美市
2010.8.9（月）

10:00～12:00

上原美穂特任助教

川口智美非常勤臨床心理士



平成22年度地域支援プロジェクトパンフレット

｢地域,支援プロジェクト｣と略称します

震叉世紀画 …ﾖー｢ここ

【地域支援プロジェクトの目晦善皇寒p
r

地域支授プロジェクトの概要一bL・し－

皿

一
〆
対

ｒ
‐
Ｉ

、
地娃で実践的活動が

行える臨床iD理士の養

成を目指します。

口学内兵習への選元

Iこ)付殴の'涯臨床相談

室における相醗活動

○スーパービジョンなど

への実践応用

専門職大学院・

心理臨床相談室の開設

来談形式によるこころのケア

対人援助職の方々の

専門性を高めるお手伝

いをいたします。

■…理床活動

C'こころの健康に間する

隅涜会の聞催

○専門研修会の開催

．○地鞠目談会の実施

司
切

‐
Ｉ

《
。 ０

《

、
L

&列ノ｜■

心理臨床相談室内に

コミュニティ部門を新詮

実務型教脅プログラムの

開発･構築

デリバリー方式による地域支援ｼ舌動

⑳
心理支援のための講演･研修･相談

行政,地域専門家との連携･協力

災害被害の緊急支援

■1世域文化の理解に

沿った妾擢建力

○支援ネットワーク会鯛

への 協 力

○事例検肘会蟻

Cコンサルテーション

．実鶏型教画プログラ
ム の 閲 発

○地率糎崇動を学ぶ

授業科目の創股

C地域支援活動の体験

を通じた実践的教育

の禍築

１
１

弔

」
←

平取三三年度

活動予定地域
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専用ホームページ(httpV/www.leh.kagoshima-u.ac.ip/kumcp/csp/index.html)

苑篭嬢蹴蝋篭婁鞠職務たな｢尖"プ｡グﾗﾑ｣の,縦

懲認簿溌溌;鰹；
：『"餌篭蕊翻騨織蕊

…,謡

’照鴬鮮瀧鴬お知らせ
』

2011/01/12成果を更新しました。

2010/11/10お知らせ、成果を更新しました。

2010/08/10成果を更新しました。

2010/06/28ホームページ間股しました。
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